
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3005 

令和５年度 工業科（機械科） 

 

教科 工業 科目 原動機 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 原動機（実教出版） 

副教材等  

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

機械技術者となるために必要な原動機（流体分野）に関する基礎的な知識と技術を学習します。 

演習問題などを繰り返し学習することで、知識の定着をめざします。 

ノート、演習プリントなどの提出が定期的にあります。ノートへの書き写し・演習プリントなど

をしっかり行いましょう。 

実習で学習する内容も含まれています。実習でも活かせるように学習を進めていきましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

・原動機について構造と機能を踏まえて理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにす

る。 

・原動機に関する課題を発見し、技術者として科学的な根拠に基づき工業技術の進展に対応し解

決する力を養う。 

・原動機に関わるエネルギーを有効に利用する力の向上を目指して自ら学び、省エネルギーや環

境保全に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

原動機の基礎的な知識や技

能の理解はもとより、社会

のさまざまな場面での問題

解決を試みることができる

ように相互に関連させて理

解している。 

原動機に関わるさまざまな

事象や問題点を把握・分析

し、それに対処するためにこ

れまでに習得した知識や技

術などを活用することがで

きる。 

原動機に関わる基礎的な知

識や技術への関心とその習

得に意欲があり、合理的な生

産方法を企画し、実際に活用

しようとしている。 

上に示す観点に基づいて学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前
期 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
と
歴
史 

・エネルギー利用の歴史 

・エネルギーの現状と将来 

a:エネルギーの利用と変換にか

かる歴史、課題、社会や環境に

及ぼす影響、将来の展望を理解

している。 

 

b:エネルギーの利用と変換にか

かる歴史、課題、将来の展望を

問題定義しながら分析し判断

している。 

 

C:エネルギーの利用と変換がどの

ように行われ、今日に至ったかを

探求し、環境への影響や省エネ

ルギー、新エネルギーなどに関

心をもち学習しようとしている。 

① 

② 

③ 

④ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

① 

② 

③ 

④ 

流
体
機
械 

・流体機械のあらまし a:概観した流体機械の適切な利

用や活用例などを理解してい

る。 

 

b:流体の基本的な性質を把握し、

また流体のあらましについて

理解し、これらをさまざまな場

面で活用する方法を考えるこ

とができる。 

 

c:さまざまな流体機械を概観し、

流体機械の利用・活用法に関心

をもって学習しようとしてい

る。 

① 

② 

③ 

④ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

① 

② 

③ 

④ 
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後
期 

・流体機械の基礎 a:流体やその流れの基本的な性

質を把握し、力学的に捉えてさ

まざまな場面で活用できるよ

うに理解している。 

 

b:流体の基本的な性質を把握し、

また流体や流体の流れを力学

的に捉えて理解し、これらをさ

まざまな場面で活用する方法

を考え、形にすることができ

る。 

 

c:流体の基本的な性質を把握し、

流体やその流れを力学的に捉

え理解し、さまざまな場面で活

用しようとしている。 

① 

② 

③ 

④ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

① 

② 

③ 

④ 

・流体の計測 a:圧力、流速、流量の測定方法と、

その原理を理解している。 

 

b:圧力、流速、流量などを計測し

て、流体やその流れとその状態

量を定量的に捉え、様々な場面

で活用する方法を考え、形にす

ることができる。 

 

c:圧力、流速、流量などを計測し

て、流体やその流れとその状態

量を定量的に捉えようとして

いる。 

 

① 

② 

③ 

④ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

① 

② 

③ 

④ 

※ 表中の観点について a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

評価方法 

① 学習状況の観察    ② 質問・発表の状況    ③ 定期考査    ④ 課題等の提出 

⑤ 授業中の発表 


